
	 第４節	 小括
本章では、転職希望者が実際に転職活動へ移行し、転職を実現するに当たって、どのような

要因が重要であるかについてみるとともに、特にキャリアチェンジを伴う転職をするに当たっ
て重要な要因は何かについてみてきた。最後に分析結果をまとめる。

まず、転職希望者が実際に転職活動に移行し、転職を実現にするに当たって、正社員や役職
に就いているなどの場合、転職活動への移行や転職の実現がしづらい傾向があることがうかが
えた。加えて、転職希望者が実際に転職活動へ移行するに当たっては、男女問わずキャリア見
通しができていることや自己啓発の実施が重要である可能性が示唆されるとともに、転職の実
現に当たっては、特に中堅層や正社員を中心にキャリア見通しが重要である可能性が示唆され
た。正社員や役職についている者などでも、普段からキャリアの棚卸し等を通じて自立的な
キャリア形成の意識を高め、キャリアの見通しを良くすることで、転職の決断がしやすくなる
可能性があると考えられる。

次に、キャリアチェンジを伴う転職のうち、職種間移動は、ワークライフバランスを理由と
する者が多い傾向があることが分かった。また、キャリアチェンジをする場合の職業生活の満
足度は、ワークライフバランスのほか、自らの技能・能力の発揮、仕事内容、賃金の増加と
いった、積極的なキャリアアップを目的とした場合に向上しやすいことも示唆される。このた
め積極的なキャリアアップのためのキャリアチェンジを促進していくことは重要であると考え
られる。また、キャリアチェンジにおいても、キャリア相談によるキャリア見通しの向上や自
己啓発によるスキルアップを行う場合、自らの技能や能力を発揮し、満足できる仕事に転職し
やすい可能性が示唆された。さらに、自己啓発やキャリア見通しの向上は、自らの能力を発揮
できる適性のある仕事への就職を通じて、賃金の増加にも資する可能性があることも分かった。

最後に、今後労働力需要の高まりが想定される介護・福祉分野やＩＴ分野にキャリアチェン
ジする者の特徴についても分析を行った。その結果、介護・福祉職へキャリアチェンジする場
合、前職との距離が遠い場合に、就業経験の長い者でワーク・エンゲイジメントが特に高くな
りやすい傾向があることが分かった。このことからは、介護・福祉分野への労働移動に当た
り、タスク距離が遠い者も、介護・福祉職へのキャリアチェンジしうることが示唆された。ま
た、就業経験の長い者の方が、自らの職業適性の的確な把握により、ミスマッチの少ない転職
ができる可能性があると考えられる。ＩＴ分野については、他分野から転職する者は男性が多
く、就業経験年数は比較的幅広い。前職の産業は「情報通信業」や「製造業」が多く、職種で
は「専門職・技術職」や「事務系職種」が多く、入職経路としてはインターネットの転職情報
サイト等が多くなっていることが分かった。
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第３章　主体的な転職やキャリアチェンジの促進において重要な要因




